
労働力不足解消に新たな一手
　管内の喫緊の課題となっている農業の労働力不足を解消するた
めに開発されたアプリの説明会が６月２２日に開催されると、アプ
リを開発したＫａｍａｋｕｒａ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ㈱の原代表が、
アプリの特徴や生産者側の使用時の注意点などを分かりやすく解
説してくれました。参加者らは手元にスマートフォンを置き、操
作しながら熱心に聴講していました。
　営農企画課では「無料職業紹介所の活用促進と並行して、本ア
プリを積極的に活用頂き、気軽に農業者と求職者が結ばれ、農家
の人手不足の解消に加え、農業に関心をもつきっかけにもなって
ほしい。」と本アプリに期待を寄せています。

　　営農企画課、
ＪＡあきた白神無料職業紹介所

能工バスケ部の活躍を期待して
　平成２４年度から継続して実施されている能代市の「バスケの街
づくり推進計画」の一環で、全国制覇を目指す能代工業高校バス
ケットボール部を応援するため「あきた白神米」の贈呈式を行い
ました。
　贈呈式では親元を離れてバスケットボールに打ち込む同部の寮
生と下宿生（４７名）に対して一人一俵を齊藤能代市長と佐藤組合
長が選手らに手渡しました。
　佐藤組合長は「日本一のあきたこまちをたくさん食べて、活躍
する姿を期待しています。」と激励すると、寮長を務める篠塚蓮
哉選手（３年）は「いつも応援いただきありがとうございます。
日本一を目指し頑張ります。」と力強く語ってくれました。

生活課

スマホを操作しながら聴講する参加者

「あきた白神米」を贈呈し選手らを激励する

白神初！初物きゃべつ目揃い会！初リモート形式開催！！！
　きゃべつ部会（塚本勝彦部会長）は６月９日出荷目揃い会を開
催すると、部会員や県内の市場関係者ら約３０名が参加しました。
　例年の出荷目揃い会には、首都圏の市場関係者などから多数参
加頂くが、コロナ禍の影響で、参加を見合わせることとし、代表
して東京荏原青果㈱からリモート形式で参加頂き市場・他産地の
情勢を報告してもらいました。
　スクリーンに映し出された東京荏原青果㈱江崎部長は「消費者
は今、コロナ禍において品質に敏感となっている。他青果物にお
いても出荷時の品質をしっかり確保してください。」と白神青果
物に対して期待を込めて情勢を報告してくれました。

きゃべつ部会

　７月２日に菌茸部会（加藤博正部会長）は、部会員個々の舞茸
などが伏せ込まれた施設を巡回すると、今後の収穫までの作業工
程や施設の状況等を確認しながら、活発な意見交換が行われまし
た。
　二ツ井町で昨年からキクラゲの栽培に取り組んだ部会員の菌床
施設を見学した際には、菌床育成にかかる水管理の方法などを質
問するなど部会員らはキクラゲ栽培に興味深々の様子でした。
　営農指導員の中川聡主査は「キクラゲと舞茸など夏冬の菌床と
の組み合わせで、生産者の所得増大に繋げてもらいたい。今後も
先進地事例など情報を収集して、部会員の皆さんに提案していき
たい。」と話してくれました。

菌茸部会、藤里営農センター

スクリーン越しに意見交換したリモート目揃い会

各施設でそれぞれの栽培技術の情報共有を図る

菌茸部会施設巡回で情報共有
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